
 

別紙 16 

研究船上での微生物等実験、組換え DNA 実験について 

 

独立行政法人海洋研究開発機構 

安全・環境管理室 

 

 独立行政法人海洋研究開発機構（以下「機構」という。）が研究航海を公募している

なつしま・よこすか・かいれい・みらい（以下、「研究船」という。）船上での微生物等

を用いる実験（微生物等実験）、ＤＮＡの組換え操作を伴う実験（組換えＤＮＡ実験）

については、諸般の事情により下記のとおり制限させていただいておりますので、予め

ご了承頂いた上でご応募いただきますようお願い申し上げます。 

 また、各種実験を行うにあたり、当該実験に対応した各種手続きを行ってくださいま

すよう、併せてお願いいたします。 

 なお、計画されている実験のバイオセーフティレベル（以下、「ＢＳＬ」という。）に

ついての判断等でご不明な点が御座いましたらお問い合わせ下さい。 

 

《各種実験と実施可能な研究船》 

 

●微生物等実験 

○ＢＳＬ１微生物等*1実験 

   全ての研究船で実施可能です。 

→「ＢＳＬ１微生物等実験を行うに当たって」をご覧いただき、必要な手

続きを行ってください。 

○ＢＳＬ２微生物等実験（特定病原体等*2に該当する微生物等を除く） 

  現在のところ、研究船上での実施を見送らせていただいております。 

○ＢＳＬ２微生物等のうち特定病原体等*2に該当する微生物等を使用する微生物等実験 

及びＢＳＬ３以上の微生物等実験 

  実施できません。 

（*1）BSL1 微生物等：自然環境に生育する未同定の微生物等を含みます。 

（*2）特定病源体等：「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成 10年法律第 114号）」で

規定する一種病源体等、二種病原体等、三種病原体等、四種病原体等に相当する微生物等を

いいます。 

●組換えＤＮＡ実験 

   実施できません。 

 



 

○微生物等 

  微生物等とはウイルス、細菌、真菌及び原生生物並びにこれらの産出する物質を言います。 

○ＢＳＬ 

ＢＳＬとは微生物等が持つリスクに応じて分類したレベルのことを言います。このＢＳＬは通常１

～４の４段階に分類され、数字が大きくなるほどリスクが高くなります。国立感染症研究所の分類表

を準用しています。（「BSL 分類表」参照） 

○組換え DNA 実験に関する定義 

  組換え DNA 実験に関する定義は「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に

関する法律（平成 15 年法律 97 号）」第 2 条によります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは… 

独立行政法人海洋研究開発機構 

海洋工学センター 研究船運航部 運航グループ 

〒237-0061 神奈川県横須賀市夏島町２番地１５号 

電話：046-867-3811（代表） 

ダイヤルイン：046-867-9913 

電子メール：sod-rsd@jamstec.go.jp 

ファックス：046-867-9915（運航グループ直通） 

ＵＲＬ：http://www.jamstec.go.jp/ 
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